
　セミの鳴き声に夏を感じる余裕を持ちたい、という気持
ちがありながら、佐世保市に引っ越してきて 2 年が過ぎた
今でも、息子と二人、バタバタとした毎日を過ごしていま
す。
　先日、両親が佐世保に遊びに来てくれました。久しぶり
の再会を喜び、楽しそうに両親と遊ぶ息子の姿を見ている
と私もうれしくなりました。ただ、両親が帰る時間になる
と案の定息子は大号泣。きっと寂しくなったのでしょう。
両親を見送り、帰路に就く間もシクシクと泣き続け、私に
抱っこをせがんできました。しかし、右手にはスーパーで
買った食材、左手には息子の大荷物を持っていたため、抱っ
こができない状況でした。どうしようかと悩んでいると、

「ニャーがおるぞ」と隣の家の人が猫を連れてきてくれまし
た。続けて「かわいかやろう？なでてやってたら喜ぶけん
なでてみらんね！」と優しく声を掛けてくれると、息子は
すぐに泣き止みました。その後は、笑いながら猫と遊び、
最後は自分の足で歩いて帰ることができました。
　目の前のことに追われていっぱいいっぱいになってしま
うこともありますが、周りの人の優しさに触れたり、ほっ
こりするような出来事に出合ったりすることで、私は今日
も頑張れます。
　私も、誰かの「頑張れるきっかけ」や「力」になれるよう
過ごしていきたい、と思った夏の日の出来事でした。

（匿名希望）
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　8 月 31 日（木）、本市は T
テラ
erra M

モーターズ
otors 株式会社と電

気自動車（EV）の充電設備の整備に関する連携協定を締結
しました。
　本市では、2050 年までに市内からの温室効果ガス排出
量実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ」へ挑戦するこ
とを令和 4 年 2 月に表明しました。当面は、2030 年ま
でに温室効果ガス排出量の 46% 削減（2013 年比）を目指
しています。この挑戦を進める上で、本市で温室効果ガス
排出量が最も多い「運輸部門」における取り組みが重要と
なります。石油や石炭などの化石燃料から、太陽光・風力・
水力・バイオマスなどの再生可能エネルギーの活用へとエ
ネルギーシフトを進めていく中で、EV の普及は重要な取
り組みです。EV インフラの整備によって充電不足の不安
を解消し、安心して EV を利用できる環境を整えることで
EV の普及を図ります。
　本協定の締結によって、同社が持つ EV 充電インフラ事
業の知見や技術を生かしながら、市内の公共施設を中心に
EV 充電器の設置を進めていきます。また、クリーンエネ
ルギー自動車の普及促進や次世代の環境問題への啓発など
について、官民一体となって取り組んでいきます。 問ゼロカーボンシティ推進室　☎ 31-6520
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8 月号のアンケート　39 通

広報させぼアンケート
応募フォーム

宛
先 はがき　〒 857-8585（住所不要）佐世保市役所広報広聴課宛て

10 月号プレゼント

市内のさまざまな店舗でも使用できる
QUO カード（1,000 円分）をプレゼン
トします。

問広報広聴課　☎ 24-1111

「広報させぼ 10 月号」満足度アンケート
次のうち、当てはまる番号をお答えください。
①大変良い   ②良い   ③不満   ④大変不満

応募方法
「はがき」か「応募フォーム」で、❶「広報させぼ」満
足度アンケートの該当番号❷住所❸氏名❹年齢❺
電話番号❻広報紙（特集）へのご意見・ご感想❼広
報紙（特集以外）や市政に関するご意見・ご感想を
書いて、10 月 22 日（日）までに広報広聴課へ（消
印有効）。
※応募は 1 人 1 通、応募者の中から抽選で決定し

ます。発表は発送（11 月中旬）をもって代えさ
せていただきます。

10名様

QUO カード（1,000 円分）

意見

回答

市民の方から寄せられた市政へのご意見や感想などを紹介します。

「聞いて徳する話」募集中　身の回りで見つけた “ 聞いて「徳」する話 ” を募集中です。応募用紙は事務局で
配布しており、市ホームページからもダウンロードできます。 問佐世保徳育推進会議　☎ 23-2856

EV 充電設備の設置イメージ

トピックス

宮島市長と Terra Motors 株式会社
自治体統括責任者 酒井氏

　野良猫に餌をやっている人が近所にいて、猫が増
えて糞

ふん
害などで困っています。猫の飼い方などにつ

いて、情報発信していただけないでしょうか？

　本市では、不幸な命の連鎖を断ち切るため、また、
地域における糞尿被害等の減少を図るため、餌やり
行為者に対する訪問を行い、動物愛護管理法に基づ
く啓発等を行うとともに、本市独自の助成金制度に
より地域猫活動を推進しています。
　無責任な餌やり行為（餌だけを与え、不妊去勢手
術、糞尿始末をしないこと）は、不幸な命を増やす
ばかりではなく、周辺住民の方々に多大な迷惑と住
民間のトラブルを発生させる行為であり、決して愛
護とは言えません。本来の愛護とは、その動物に対
して終身お世話をして最後まで責任を持つことで
す。市民の皆さんにはご理解をいただき、取り組み
に対するご協力をお願いします。 問動物愛護センター　☎ 42-3300

動物愛護センター
ホームページ

動物愛護センター
インスタグラム

動物は終身お世話をして
最後まで責任を持ちましょう


